
 

 

                
 
【重点目標】めざす生徒の姿 

◇学ぶ楽しさを「自ら学ぶ力」につなげ、目標を 
立てて学習に取り組む生徒 

◇やるべきことに、我慢強く、最後まで取り組む生徒 
◇みんながリーダー・みんながフォロワーとしてより良い学校 

・学級づくりに取り組む生徒 
◇自らの進化・成長に向け、「いのち」を輝かせて諸活動に取り 

組む生徒 

○宮中ホームページアドレス 

http://www.city.sasebo.ed.jp/jh-miya/ 
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特に、印象に残ったことして、ネットトラブルの

際に話された、『心の中で思うことと、それをその
まま言葉に出したり、誰かを攻撃することは全く別
であること。私たちの社会はこの二つを区別してい
ること。大人はこのことを子どもたちに繰り返して
伝えていく役割がある』でした。 

これまで各学年の生徒たちの生活面の反省には、
「思ったこと・相手の嫌がることを何も考えずに言
ってしまうことがある」と挙げていました。生徒た
ちには今一度、自分の言動を振り返り、この言葉は
「相手にとってどうか。（どう思うか・どう感じる
か）」という判断ができるようになってほしいと思
います。 

右の写真は、３年生の教室に 
飾ってある注意喚起のポスター 
です。自分たちの課題にしっか 
りと向き合い、改善に努める姿 
勢が宮中生徒にはあります。 
 それぞれにとって、学校（教 
室）が心の落ち着く場所、居心 
地のよい場所になるように、み 
んなで『考動』していきましょう！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もうすぐプール開きです！！ 
 ホームページでお伝えしています「プール掃除」
がもうすぐ終わりそうです。これまで３年生が放課
後や保体の授業で頑張ってくれていました。昨日は
昼休みにボランティアで作業をしてくれる生徒た
ちがいました。本当にありがたいです。 

 
 

 気持ちを緩めず、残り３週間を大切に過ごそう 
今日で第１回定期テストが終了し、生徒たちはほっとしているのではないでしょうか。テストで頑張

れたところ、できなかったところなど、生徒それぞれにあるとは思いますが、まずはテストの復習から
取り組み、次につなげてほしいと思います。１学期は残り３週間余り、来週から７月に入ります。気持
ちを緩めず、落ち着いた学校生活を過ごすとともに、自分を少しでも伸ばす・成長させる
ための期間にしてほしいと考えます。「あいさつを元気よく」「係の仕事や掃除にしっかりと取り組
む」「毎日、家庭学習に励む」など、何か一つ自分で決めたことを実行できるといいですね。ご
家庭からの励ましをお願いします。 

メディア講演会から 
 ６月２１日（金）、道徳の公開授業の後、「メディ
講演会」を実施しました。県メディア安全指導員で
ある内海博文先生を講師としてお招きし、「スマ
ホ・ゲームの使い方～どうすれば上手く使える？ど
うすればトラブルを小さくできる？～」と題して話
をしていただきました。 
 講演では「ネットトラブル」「長時間使用の影響」
についてポイントを絞って説明をしていただきま
した。生徒たちは講師の話を聞いて、自分の利用状
況について振り返りながら、時折、うなずいたり、
驚いたりしていたようです。 
 
  
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共に前へ 
～昨日までの自分（自分達）を超える～ 

 

 

【ネットトラブル】 
〇SNS を使う場合に気を付けること 
・会ったことがない相手に個人情報を教えない。 
・プライベートな画像は送信しない。 
・ネットでしか知らない相手に会いに行かない。 
・知らない相手と DM での個人的なやりとりはしな 
 い。 
 
〇LINE でトラブルになったら 
・LINE から離れる。 
・問題があれば親に相談する。 
 
【長時間使用の影響】 
〇強度近視のリスク 
・近業は連続３０分まで、３０センチ以上離して使 
 う。近業を３０分したら５メートル以上先を３０ 

秒見る。 
 

〇勉強中に使うアプリが増えれば増えるほど、成績 
は下がる。勉強する時は、スマホを使わないのが 
ベスト。 
 

〇２時間以上勉強しても、３つ４つアプリを使って 
いたら、全く使わない３０分の勉強にかなわない。 
 

〇平日のスマホ・ゲーム使用時間の目安は１時間 
 

  

 

【劇場版「名探偵コナン沈黙の１５分」から】 

『一度口から出しちまった言葉は、もう元には戻せ

ねーんだぞ。言葉は刃物なんだ。使い方を間違える

と、やっかいな凶器になる。言葉のすれ違いで一生

の友だちを失うこともあるんだ。』 

  


